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論文内容の要旨
西太平洋から得られた 4 本の柱状試料を用いて，詳細な古地磁気研究を行なった。磁性鉱物の量の
変動の影響を除いた堆積残留磁化強度の変動を求めた結果， 30万年前から， 170 万年前までの間の古
地磁気強度の変動が明らかになった。
このようにして得られたブリュン期と松山期の地磁気強度の変動を示すデータについて別々にスペ
クトル解析を行なった。その結果，地磁気には卓越した周期性は認められなかった。両時代を比べる
と同じ時代のスペクトjレは類似するが，時代が異なると大きく違う。このことから地磁気強度の変動
が両時代で異なっている事がわかった。
更に地磁気が逆転する境界時には，磁場強度が極端に弱くなる期間のあること，プリュンー松山の
境界と，ハラミロ事件の始まりの境界部分では，磁場が弱くなった期間の最後に急激に増加する時期
が存在する事が見出された。
地磁気逆転の前後の詳細な記録と，スペクトル解析の結果から，深海底堆積物では，ゾーンマグネ
ティゼイションの影響が無視でき，古地磁気変動を 1000年程度の精度で求められる事が明らかになっ
たo
同じ試料について行なわれた酸素や炭素の同位体比変動の結果と，地磁気強度や磁性鉱物の量の変
動との相互相関関数を推定した。その結果，地磁気強度の変動と古環境の変遷の聞にはいくつかの相
関が認められた。
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論文の審査結果の要旨
本論文は西太平洋から採集された 4 本の海底堆積物コアの自然残留磁気 (NRM) を測定し，結果の
解析から過去 3X10 5年から 17X10 5 年の聞の地磁気経年変化，その周期性，地磁気逆転時の磁場強度
の減少ならびに堆積物が示す磁場記録の信頼度について研究した成果をまとめたものである。
採集コアの薄片 6， 000個についてのNRM測定結果ならびに微化石を用いて，各コア間の対比をわこ
ない，これを基礎として過去 3 X10 5 年から 17X10 5 年にわたる地球磁場強度の変化を連続的に追跡し
た。その結果，まず Brunhes-Matuyama境界等の地磁気逆転期には，磁場強度が極端に減少する期
間がつねに認められた。つぎに Brunhes 期， Matuyama 期のおのおのにおける磁場強度経年変化のス
ペクトル解析を台こなったが，両期のいずれにも卓越した周期性の存在は認められなかった。さらに
これらの結果を総合し，堆積物が古地磁気を忠実に記録する精度は10 3 年以内であり，いわゆる zone
magne ti za ti on の効果は従来考えられていたよりも影響の少ないことを立証した。
以上，本論文は海底堆積物の磁化に新しい知見を加え，古地磁気学の分野に与える寄与も大きく，
博士論文として十分の価値があると認められる。
。。円ベU
